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長谷工コーポレーションが推進するオープンイノベーションによるＩＣＴ活用

 ＲＦＩＤ（電子タグ）を用いた建設部材の一元管理の実証を開始

2018年10月5日

　不二サッシ株式会社（本社：神奈川県川崎市、社長：吉田勉）は、株式会社長谷工コーポレーション

（本社：東京都港区、社長：辻範明）が実証を開始したＩＣＴ技術を活用した「ＲＦＩＤ（電子タグ）」*1

を用いた建設部材の一元管理を、「オープンイノベーションパートナー」として自社商品の生産及び施工で

実証を開始します。

国内において、生産コストは労働力不足により材料、輸送と様々な面で絡み合い上昇しています。

これに対して、ＩＣＴ技術を社内の既存システムに組み込み、有効性について検証を推進していきます。

*1 Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ；無線を利用して非接触で
データを読み書きする自動認識技術を用いたタグ

今回の検証は株式会社長谷工コーポレーションが推進している「長谷工版ＢＩＭ」*2への組み込みにより

両者間の生産効率向上への相乗効果が期待されます。

*2 ＢＩＭの特徴である連動性・可視性・
一元性に加え、長谷工グループの設計
・施工のノウハウを組み込むことで設
計品質と生産効率を向上

ＲＦＩＤタグ

・ 製品固有のＩＤをＲＦＩＤタグリーダーライターに

より記録

・ 記録した情報は、無線通信回線によりクラウド上の

データベースで一元管理

     　　オープンイノベーションの概念
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▼ お問い合わせ 

https://www.fujisash.co.jp/cgi-bin/fujisash_show.cgi?Section=contact-news

